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徳
山
ダ
ム
上
流
域
を
核
と
し
た
、
揖
斐
川

水
源
地
域
の
自
然
環
境
の
保
全
・
活
用
策
を

推
進
す
る
揖
斐
川
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

協
議
会
が
２
月
１３
日
（
水
）
設
立
会
議
を
開

催
し
、
協
議
会
規
約
な
ど
の
承
認
を
得
て
発

足
し
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
岐
阜
、
愛
知
、
三
重
、
名
古

屋
市
な
ど
の
流
域
自
治
体
や
水
資
源
機
構
、

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
４

月
に
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
下
部
組
織
と
し

い
の
ち

て
「
生
命
の
水
と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」を
立
ち
上
げ
、
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
廃
棄
物
の
投
棄
防

止
対
策
や
広
葉
樹
の
植
樹
・
間
伐
、
総
合
学

習
の
実
施
、
観
光
会
社
と
の
連
携
な
ど
を
行

い
、
上
下
流
域
が
一
体
と
な
っ
て
広
大
な
自

然
の
保
全
、
活
用
を
目
指
し
ま
す
。

揖
斐
川
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

推
進
協
議
会
発
足
！

２
月
１８
日
（
月
）、「
豊
年
祈
願
祭
」
が
開

催
さ
れ
、
谷
汲
山
華
厳
寺
周
辺
で
岐
阜
県
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
谷
汲
踊
」
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
踊
り
は
８
０
０
余
年
前
か
ら
伝
わ
る

武
者
踊
で
、
源
氏
が
平
家
を
滅
ぼ
し
戦
勝
を

祝
っ
て
踊
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
そ
の

後
雨
乞
い
や
豊
年
を
祈
願
し
踊
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

当
日
は
谷
汲
観
光
協
会
に
よ
る
ご
祈
祷
餅

も
配
ら
れ
、
寒
い
中
観
光
客
８
０
０
０
人
が

詰
め
か
け
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

谷
汲
踊
鳳
凰
の
舞

豊
年
祈
願
祭
開
催
！

岐
阜
県
保
護
司
会
連
合
会
主
催
で
行
わ
れ

た
第
５７
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
北
和
中
学
校
３
年
の
細
野
め

ぐ
み
さ
ん
が
、
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
、
２
月

１５
日
（
金
）、そ
の
報
告
に
役
場
を
訪
れ
ま
し

た
。今

回
の
受
賞
で
細
野
さ
ん
は
、
「
私
の
作

文
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え
、
う

れ
し
い
で
す
。
社
会
を
明
る
く
す
る
こ
と
は
、

一
人
で
は
困
難
だ
け
ど
、
私
だ
け
で
も
あ
り

が
と
う
と
お
か
げ
さ
ま
で
の
気
持
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
た
い
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
賞

３
月
１０
日（
月
）、
町
内
の
中
学
校
６
校
で

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
揖
斐
川
中
学
校

１
３
３
人
、
北
和
中
学
校
４４
人
、
谷
汲
中
学

校
４４
人
、
春
日
中
学
校
８
人
、
久
瀬
中
学
校

１４
人
、
坂
内
中
学
校
６
人
の
計
２
４
９
人
に

卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
通
い
な
れ
た
学
び

舎
で
の
思
い
出
を
胸
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

町
内
中
学
校
で
卒
業
式

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▲勇壮華麗な「谷汲踊」

▲しっかりと卒業証書を受け取る生徒の皆さん

▲細野さんおめでとうございます。

▲揖斐川水源地域ビジョン推進協議会

設立会議の様子。
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西
濃
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
町

の
主
催
で
、
「
揖
斐
の
山
菜
に
つ
い
て
学
び
、

食
べ
て
み
よ
う
！
」
が
、
３
月
１
日
（
土
）、

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
は
、
町
内
の
山
菜
の
文
化
や

採
り
方
を
理
解
す
る
た
め
に
行
わ
れ
、
岐
阜

薬
科
大
学
の
水
野
瑞
夫
名
誉
教
授
に
よ
る

「
揖
斐
の
山
菜
の
魅
力
」
と
題
し
た
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
次
の
年
も
採
れ

る
よ
う
に
す
る
採
り
方
や
、
入
山
の
マ
ナ
ー

な
ど
が
説
明
さ
れ
、
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

揖
斐
の
山
菜
に
つ
い
て
学
び

食
べ
て
み
よ
う
！

３
月
１
日
（
土
）、谷
汲
深
坂
の
四
ツ
谷
沼

ビ
オ
ト
ー
プ
公
園
で
、
環
境
保
全
を
図
る
た

め
記
念
植
樹
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
雨
が
降
る
中
、
谷
汲
深
坂
地
区
の
住
民

の
皆
さ
ん
約
１
８
０
人
が
集
ま
り
、
マ
ユ
ミ

や
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
、
サ
ル
ス
ベ
リ
な
ど
１０
種
２

０
０
本
の
苗
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

家
族
や
隣
の
人
と
助
け
合
い
な
が
ら
行
わ

れ
た
今
回
の
植
樹
作
業
は
、
農
地
や
水
の
環

境
保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

よ

つ

や

四
ツ
谷
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
公
園
で

記
念
植
樹

こ
の
度
、
次
の
皆
さ
ん
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

ふ
じ
は
ら

藤
原

ま
さ
さ
ん

（
春
日
小
宮
神
）

２
月
４
日
（
月
）

９５
歳

ま
す
だ

増
田

フ
サ
エ
さ
ん
（
三
倉
）

２
月
８
日
（
金
）

９５
歳

ま
つ
お
か

ま
つ
た
ろ
う

松
岡

松
太
郎
さ
ん
（
三
輪
）

２
月
１６
日
（
土
）

９５
歳

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
う
だ

ふ

み

香
田

冨
美
さ
ん
（
三
輪
）

２
月
１８
日
（
月
）

９５
歳

た
か
は
し

高
橋

ハ
ル
さ
ん
（
北
方
）

２
月
２０
日
（
水
）

９５
歳

た
か
は
し

か
ず
ま

高
橋

一
馬
さ
ん
（
乙
原
）

２
月
２５
日
（
月
）

９５
歳

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▲力を合わせ行われた植樹作業

香田 冨美さん
耳は遠くなりましたが、
目はしっかりしてみえま
す。毎日新聞を読んだり、
日記を付けたりと、規則
正しい生活を心がけてみ
えるそうです。

藤原 まささん
ふじつる

藤蔓で見事な藤びくを
編まれます。藤原さんの
作る藤びくは丈夫にでき
ていると、ご近所でも評
判だそうです。

▲水野先生の講演の様子

高橋 ハルさん
ご家族と一緒に、大き

なバースディケーキでお
誕生日をお祝いされまし
た。

増田 フサエさん
ご近所をいつも散歩し

てお墓やお寺をお参りし
ているそうです。お友達
とのおしゃべりが好きな
明るいおばあさんです。

高橋 一馬さん
皆様に 御世話になって
九十五年
至福の境地 今日に極ま
る

お気持ちを詠んだ句を
頂きました。ありがとう
ございます。

松岡 松太郎さん
ゲートボールが大好き
で全国大会に出場された
事もあるそうです。今も
現役でプレイしてみえま
す。
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